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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原稿を搬送する原稿搬送手段と、
　搬送される前記原稿の原稿面に近接して画像を読み取るイメージセンサーと、
　前記イメージセンサーのシェーディング補正時に、前記イメージセンサーが近接して読
みとる基準面と、
　を有する原稿読取装置において、
　前記基準面が設けられ、前記原稿の原稿搬送路の外に配置された基準板と、
　前記イメージセンサーに設けられ、原稿読取時は、前記原稿搬送路側に突出する橋脚部
と、
　前記イメージセンサーの隅部から突き出す支持部と、
　前記支持部に設けられた回転移動軸と、
　前記回転移動軸が係合し、前記基準面に向かう方向を長手方向として形成された長円形
状の軸支孔と、
　を有し、
　シェーディング補正時は、前記イメージセンサーが前記基準面と対向するように前記回
転移動軸を中心に回転したのち、前記回転軸が前記基準面に向けて前記軸支孔に沿って移
動し、前記橋脚部を前記基準板に当接させることで、前記基準面と前記イメージセンサー
との距離が原稿読取時における前記原稿と前記イメージセンサーとの距離と略同一となり
、前記イメージセンサーが前記基準面を読み取ってシューディング補正を行うことを特徴
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とする画像読取装置。
【請求項２】
　前記イメージセンサーは、等倍結像型イメージセンサーであることを特徴とする、請求
項１に記載の画像読取装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像読取装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近接読取型イメージセンサーを用いた画像読取装置では、イメージセンサーの照明深度
が極めて浅い。したがって、図１２に示すように、原稿Ｐとイメージセンサー９００との
距離Ｔと、シェーディング補正時に読み取る基準面９０２の距離Ｋと、がズレていると正
確な補正が出来ない。
【０００３】
　そこで、白基準面を読み取る際には、白圧板をコンタクトガラスに密着させ、原稿を搬
送させる際には、白基準面を読み取る際よりも、白圧板を持ち上げるように、白圧板用角
棒の両サイドに設けたスペーサを制御するスペーサ制御手段を備える構成が提案されてい
る。
【０００４】
　しかし、原稿移動型の画像読取装置では、原稿読取面がコンタクトガラス面とは限らな
い。また白圧板がコンタクトガラスと密着することでニュートンリングが発生し、正確な
補正が出来ない。
【特許文献１】特開２００２－２０９０７１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本発明は、上記問題を解決すべく成されたもので、シェーディング補正の精度を向上さ
せることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するために請求項１に記載の画像読取装置は、原稿を搬送する原稿搬送
手段と、搬送される前記原稿の原稿面に近接して画像を読み取るイメージセンサーと、前
記イメージセンサーのシェーディング補正時に、前記イメージセンサーが近接して読みと
る基準面と、を有する原稿読取装置において、前記基準面が設けられ、前記原稿の原稿搬
送路の外に配置された基準板と、前記イメージセンサーに設けられ、原稿読取時は、前記
原稿搬送路側に突出する橋脚部と、前記イメージセンサーの隅部から突き出す支持部と、
前記支持部に設けられた回転移動軸と、前記回転移動軸が係合し、前記基準面に向かう方
向を長手方向として形成された長円形状の軸支孔と、を有し、シェーディング補正時は、
前記イメージセンサーが前記基準面と対向するように前記回転移動軸を中心に回転したの
ち、前記回転軸が前記基準面に向けて前記軸支孔に沿って移動し、前記橋脚部を前記基準
板に当接させることで、前記基準面と前記イメージセンサーとの距離が原稿読取時におけ
る前記原稿と前記イメージセンサーとの距離と略同一となり、前記イメージセンサーが前
記基準面を読み取り、シューディング補正を行うことを特徴としている。
 
【０００７】
　請求項１に記載の画像読取装置は、シェーディング補正時における基準面とイメージセ
ンサーとの距離が、原稿読取時における原稿とイメージセンサーとの距離と略同一になる
。
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【０００８】
　したがって、シェーディング補正の精度が向上する。
　また、イメージセンサーが移動し、原稿の原稿搬送路の外に設けられた基準面に前記イ
メージセンサーが近接して基準面を読み取り、シューディング補正を行う。よって、原稿
から出る異物で基準面が汚れない。したがって、シェーディング補正の精度が更に向上す
る。
 
【０００９】
　請求項２に記載の画像読取装置は、請求項１に記載の構成において、前記イメージセン
サーは、等倍結像型イメージセンサーであることを特徴としている。
【００１０】
　請求項２に記載の画像読取装置は、イメージセンサーは、等倍結像型イメージセンサー
である。
【００１１】
　等倍結像型イメージセンサーとは、等倍率結像光学系を用いて結像され、原稿の幅と略
同一幅か若干幅広であるイメージセンサーである。
【００１２】
　等倍結像型イメージセンサーは、照明深度が浅い。よって、シェーディング補正時にお
ける基準面とイメージセンサーとの距離と、原稿読取時における原稿とイメージセンサー
との距離と、が異なるとシェーディング補正の精度が大きく低下する。
【００１３】
　したがって、シェーディング補正時における基準面とイメージセンサーとの距離と、原
稿読取時における原稿とイメージセンサーとの距離とを、略同一とし、シェーディング補
正の精度を向上させることは、好適である。
【００１４】
　また、等倍結像型イメージセンサーは照明深度が浅いので装置全体が小型化（薄型化）
できる。
【発明の効果】
【００２１】
　以上説明したように本発明によれば、シェーディング補正時における基準面とイメージ
センサーとの距離が、原稿読取時における原稿とイメージセンサーとの距離と略同一にな
るので、シェーディング補正の精度が向上する。
 
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　本発明の第一の実施形態の原稿読取装置１００について説明する。
【００２３】
　図１に示すように、原稿読取装置１００は、シュート部材１０２と、原稿Ｐを把持して
搬送する上流側の搬送ローラ対１０４と下流側の搬送ローラ対１０６とを備えている。
【００２４】
　搬送ローラ対１０４と搬送ローラ対１０６の間には、ＣＣＩ（Ｃｏｎｔａｃｔ　Ｉｍａ
ｇｅ　Ｓｅｎｓｏｒ）ヘッド１１０が配置されている。ＣＣＩヘッド１１０は、原稿Ｐの
搬送路の外側に取り付けられた一対の橋脚状部１２０、１２２に掛け渡されている。
【００２５】
　ＣＩＳヘッド１１０は、ＣＩＳ（Ｃｏｎｔａｃｔ　Ｉｍａｇｅ　Ｓｅｎｓｏｒ）１１２
を備えている。ＣＩＳ１１２は原稿Ｐに近接するように配置され、原稿Ｐの幅と略同じか
若干幅広となっている。そして、原稿Ｐと等幅のロッドレンズアレイ（図示略）を用いて
等倍結像する等倍光学系（図示略）を介して結像される。
【００２６】
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　なお、ＣＩＳヘッド１１０は、ＣＩＳ１１２、ロッドレンズアレイ（図示略）、照明光
源（図示略）等が一体化した画像読取ヘッドである。
【００２７】
　また、ＣＩＳヘッド１１０は上方から押圧され、橋脚状部１２０、１２２の底面がシュ
ーティング部材１０２に立脚する。
【００２８】
　搬送ローラ対１２０，１２２に把持され、矢印Ｙ方向（図１（Ｂ）参照）に搬送される
原稿Ｐは、シュート部材１０２から離れた位置を搬送される。また、このときの原稿Ｐの
上面（原稿面）とＣＩＳヘッド１１０との間を所定距離Ｔとする。なお、この所定距離Ｔ
は、ＣＩＳヘッド１１０の焦点位置である。
【００２９】
　図２示す基準板１３０は、外側にＬ字状に曲がった一対の橋台状部１３２，１３３と、
この橋台状部１３０，１３２に掛け渡された橋桁状部１３４とからなる。基準板１３０の
上面は、シェーディング補正をする際の色基準となる白色をした基準面１３６となってい
る。
【００３０】
　ＣＩＳヘッド１１０と橋脚状部１２０、１２２とは、一体となって移動可能になってお
り、図３に示すように、基準板１３０は、橋台状部１３２，１３３を、橋脚状部１２０、
１２２とシュート部１０２との間に挟んで装着することができる。なお、このように装着
したときの、基準板１１３０の上面の基準面１３６とＣＩＳヘッド１１０との間は、所定
距離Ｔと同じとなるようになっている。
【００３１】
　さて、原稿Ｐの上面（原稿面）の画像を読み取る際は、図１に示すように、原稿Ｐを搬
送し、ＣＩＳヘッド１１０が下方を通過する原稿Ｐの上面（原稿面）の画像を読み取る。
しかし、ＣＩＳヘッド１１０は、工場出荷時やＣＩＳヘッド１１０を交換したときなどの
初期時や補正データが消失したときなど、色基準を読み取って補正するシェーディング補
正を行う必要がある。
【００３２】
　通常は、基準板１３０は原稿搬送路以外の場所に格納されている。しかし、前述したシ
ェーディング補正時には、図２と図３とに示すように、基準板１３０を装着し、色基準と
なる基準面１３６を読み取り、シェーディング補正を実施する。そして、シューディング
補正が終了すると、基準板１３０を外し、図１の状態に戻す。
【００３３】
　なお、照明光源に光量変動のある光源を使用している場合には、原稿読み取り時には焦
点よりも遠い位置にある背景等を参照して光量変動の補正のみを実施する。一般的に光量
の変動は略相似形で変動するので、頻繁に（毎ページごとに）シェーディング補正を実施
しなくても、画質に影響はない。
【００３４】
　つぎに本実施形態の作用について説明する。
【００３５】
　今まで説明したように、原稿Ｐを読み取る際の、原稿Ｐの原稿面（上面）とＣＩＳヘッ
ド１１０との間の距離と、シェーディング補正時に読み取る基準板１３０の基準面１３６
とＣＩＳヘッド１１０と間の距離と、を一致させている。（どちらもＣＩＳヘッド１１０
の焦点距離である所定距離Ｔである）。よって、シェーディング補正の精度が向上し、正
確に補正することができる。
【００３６】
　更に、基準板１３０の基準面１３６は、ＣＩＳヘッド１１０に密着せずに間隔を持って
近接しているので、基準面１３６の光量が少なくなったり、ニュートンリングが発生した
りしない。また、原稿Ｐの読み取り時には、基準面１３６は原稿搬送路に外にあるので、
原稿Ｐから発生する異物（例えば、紙粉やトナーやインク等）で、基準面１３６が汚れる
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ことは無い。したがって、シェーディング補正の精度をより向上させることができる。
【００３７】
　なお、本実施形態のように、等倍結像光学系を用いるＣＩＳヘッド１１０は、照明深度
が極めて浅い。よって、図１２に示すように、原稿Ｐとイメージセンサー９００との距離
Ｔと、シェーディング補正時に読み取る基準面９０２の距離Ｋと、がズレていると、シェ
ーディング補正の精度が大きく低下する。したがって、本実施形態のように、等倍結像光
学系を用いるＣＩＳヘッド１１０を画像読取装置に本発明を適用することは、好適である
。
【００３８】
　また、このようなＣＩＳヘッド１１０を用いることで、装置全体を小型化（薄型化）で
きる。
【００３９】
　つぎに、本発明の第二の実施形態の原稿読取装置２００について説明する。なお、第一
の実施形態と同一の部材は、同一の符号を付し、重複する説明は省略する。
【００４０】
　図示は省略するが、搬送ローラ対１０４、１０６で原稿Ｐが搬送され、搬送ローラ対１
０４と搬送ローラ対１０６との間にあるＣＩＳヘッド１１０で原稿Ｐの原稿面の画像を読
み取る。
【００４１】
　図４に示すように、シュート部材２０２の、橋脚状部１２０、１２２の間の部分は、シ
ューティング補正時に読み取る色基準となる基準面２０６を上面に備える基準部材２０４
となっている。この基準部材２０４の基準面１３６と反対側に、アクチュエーター２１０
の伸縮ロッドが２１２固定されている。
【００４２】
　図４（Ａ）に示すように、伸縮ロッド２１２が縮んだ状態の場合は、基準面２０６はシ
ュート部材２０２と略同一面上にある。原稿Ｐの原稿面の画像を読み取る際は、この状態
とし、基準面２０６の上方を原稿Ｐが搬送される。
【００４３】
　しかし、図４（Ｂ）に示すように、伸縮ロッド２１２が延びると、基準面２０６は、原
稿Ｐの原稿面と同じ位置に移動する。つまり、基準面２０６とＣＩＳヘッド１１０との間
の距離が所定距離Ｔとなる。そして、この状態でシェーディング補正を行う。
【００４４】
　つぎに本実施形態の作用について説明する。
【００４５】
　本実施形態も第一の実施形態と同様に、基準面２０６とＣＩＳヘッド１１０との距離と
、原稿ＰとＣＩＳヘッド１１０との間の距離と、が同じ所定距離Ｔとなっている。よって
、シェーディング補正の精度をより向上させることができる。
【００４６】
　また、原稿Ｐを読み取る際は、基準面２０６を備える基準部材２０４を格納できるので
、第一の実施形態のように基準板１３０（図２，３参照）を別途、保管する手間が省ける
。
【００４７】
　なお、アクチュエーター２１０でなく、他の機構（例えば、基準部材を上下さるカムな
どを用いる機構）で基準部材を移動しても良い。
 
【００４８】
　つぎに、本発明の第三の実施形態の原稿読取装置３００について説明する。なお、第一
及び第二の実施形態と同一の部材は、同一の符号を付し、重複する説明は省略する。
【００４９】
　図５に示すように、基準板３４０が、ＣＩＳヘッド１１０と上流側の搬送ローラ対１０
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４との間の上方に設けられている。基準板３４０は、側面にシェーディング補正する際に
読み取る基準面３４４が設けられている。
うえ、特許をすべき旨の査定を求める次第です。
【００５０】
　ＣＩＳヘッド１１０には、隅部から斜め上方に突き出す支持部３１０が取り付けられて
いる。この支持部３１０には、原稿Ｐの搬送方向と直交する方向に突出した回転移動軸３
１２が取り付けられている。また、この回転移動軸３１２は、筐体などに形成された長円
形状の軸支孔３１４に係合している。
【００５１】
　そして、基準板３４０の基準面３４４をＣＩＳヘッド１１０で読み取る際は、図５（Ｂ
）に示すように、ＣＩＳヘッド１１０を回転移動軸３１２を中心に略９０°回転（矢印Ｇ
１参照）させたのち、図５（Ｃ）に示すように平行移動する。（矢印Ｇ２参照）。そして
、橋脚部１２０，１２２を基準板３４０に当接させ、基準面３４４をＣＩＳヘッド１１０
で読み取る。なお、中間板３４６によって、基準面３４４とＣＩＳヘッド１１０との間が
所定距離Ｔとなる。
【００５２】
　つぎに本実施形態の作用について説明する。
【００５３】
　本実施形態も第一の実施形態と同様に、基準面３４４とＣＩＳヘッド１１０との距離と
、原稿ＰとＣＩＳヘッド１１０との間の距離と、が同じ所定距離Ｔとなっている。よって
、シェーディング補正の精度をより向上させることができる。また、第二の実施形態と同
様に、基準板３４０を別途、保管する手間が省ける。
【００５４】
　更に、基準面３４４は、原稿Ｐが搬送される原稿搬送路から離れ、面ししていないので
、原稿Ｐからでる異物などで汚れることがない。
【実施例】
【００５５】
　つぎに、実施例を詳細に説明する。なお、本実施例は、第一の実施形態を適用した例で
説明するが、第二、及び第三の実施例も適用可能である。
【００５６】
　図６と図７は、デジタル複写機１０を示している。デジタル複写機１０の正面には、操
作パネル１６が設けられている。また、複写機本体１４の上部に画像読取部１２が配置さ
れた構成となっている。
【００５７】
　画像読取部１２は、上面が原稿を載置するガラスなどからなる原稿台３２（図７参照）
となった画像読取部本体３０と、奥側のヒンジ３４（図７参照）によって開閉する押えカ
バー部２０と、で構成している。
【００５８】
　そして、図７に示すように、押えカバー部２０を上げ、原稿台３２の上に原稿を載せた
のち、図６に示すように、押えカバー部２０を閉じる。なお、原稿面は原稿台３２側（下
向き）となるように置く。
【００５９】
　さて、図８に示すように、画像読取部本体３０の内部は、原稿台３２の裏側に配置した
ミラーやレンズ及び照明などからなる画像入力部３６、縮小光学系３４、ＣＣＤセンサー
３８などを備えている。
【００６０】
　そして、原稿台３２に載置された原稿の画像は、画像入力部３６を水平方向に移動し、
縮小光学系３４によって縮小してＣＣＤセンサー３８に結像されて読み取られる。
【００６１】
　更に、押えカバー部２２には、自動原稿送り機構２２が備えられている。自動原稿送り
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機構２２は、原稿Ｐが重ねて置かれる原稿トレー２４を備えている。原稿トレー２４に置
かれたに原稿は、原稿給紙ロール２６によって、一枚ずつ繰り出され、複数の搬送ローラ
対２８等によって搬送される。
【００６２】
　そして、一旦、押えカバー部２０から出て、画像読取部本体３０の読取窓部４２との間
に挟まれた後、画像読取部本体３０に設けられた、断面が三角形状の原稿すくい上げ部材
４０によって再び押えカバー部２０に入り、送ローラ対２８によって搬送されたのち、排
紙ローラ対２９によって、排紙部１９に排出される。
【００６３】
　自動原稿送り機構２２によって搬送される原稿Ｐの表面（おもてめん）は、画像入力部
３６を読取窓部４２の下方に移動し、縮小光学系３４を介してＣＣＤセンサー３８で読み
取られる。
【００６４】
　図９（Ａ）にも示すように、両面読取が必要な場合は、原稿Ｐの裏面（うらめん）は、
押えカバー２０の内部に設けられたＣＩＳヘッド５１０によって、読み取られる。
【００６５】
　なお、押さえカバー部２０を閉じると、前述した断面が三角形状のすくい上げ部材４０
に対向する部分にＣＩＳヘッド５１０がくる。
【００６６】
　また、ＣＩＳヘッド５１０は、原稿Ｐの搬送路の外側に取り付けられた一対の橋脚状部
５２０、５２２に掛け渡されている。また、ＣＩＳヘッド５１０は、ＣＩＳ５１２、ロッ
ドレンズアレイ（図示略）、照明光源（図示略）等が一体化した画像読取ヘッドである。
（第一から第三の実施形態で説明したＣＩＳヘッド１１０と同様の構成である）。また、
搬送さている原稿ＰとＣＩＳヘッド５１０との距離は所定距離Ｔである。
【００６７】
　さて、図１０に示すように、別途、格納されている基準板５００は、前述した断面が三
角形状のすくい上げ部材４０の外形に沿った形状をしている。この基準板５００の斜面に
は、シェーディング補正時の色基準となる基準面５０２を備えている。
【００６８】
　そして、シェーディング補正時には、図１０と図１１に示すように、基準板５００を救
い部材４０に載せたのち、図６に示すように、押えカバー部２０を閉めると、図９（Ｂ）
に示すように、ＣＩＳヘッド５１０と基準面５０２とが、所定距離Ｔとなる。
【００６９】
　このように、基準面５０２とＣＩＳヘッド５１０との距離と、原稿ＰとＣＩＳヘッド５
１０との間の距離と、が同じ所定距離Ｔとなっている。よって、シェーディング補正の精
度を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００７０】
【図１】本発明の第一の実施形態に係る画像読取装置で原稿を読み取っている状態を模式
的に示す、（Ａ）は正面図であり、（Ｂ）は側面図である。
【図２】画像読取装置のＣＩＳヘッドを移動し、基準板を間に挟む様子を示す図である。
【図３】本発明の第一の実施形態に係る画像読取装置のシェーディング補正時を模式的に
示す、（Ａ）は正面図であり、（Ｂ）は側面図である。
【図４】本発明の第一の実施形態に係る画像読取装置を模式的に示す、（Ａ）は原稿読み
取り時の正面図であり、（Ｂ）はシェーディング補正時の正面図である。
【図５】本発明の第一の実施形態に係る画像読取装置を模式的に示す、（Ａ）は原稿読み
取り時の側面図であり、（Ｂ）は、ＣＩＳヘッドを回転させた状態の側面図であり、（Ｃ
）はシェーディング補正時の側面図であり、
【図６】本発明を適用したデジタル複写機を示す図である。
【図７】図６のデジタル複写機の押えカバー部を開いた状態の図である。
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【図８】デジタル複写機の要部の構造を模式的に示す図である。
【図９】デジタル複写機の要部の構造を模式的に示し、（Ａ）は原稿を読み取っている状
態の図であり、（Ｂ）はシェーディング補正時の図である。
【図１０】基準板を示す図である。
【図１１】基準板をすくい上げ部材に載せた状態の図である。
【図１２】従来の画像読取装置を模式的に示す図である。
【符号の説明】
【００７１】
　　　　１２　　　画像読取部（原稿読取装置）
　　　　２８　　　搬送ローラ対（原稿搬送手段）
　　　１００　　　原稿読取装置
　　　１０４　　　搬送ローラ対（原稿搬送手段）
　　　１０６　　　搬送ローラ対（原稿搬送手段）
　　　１１２　　　ＣＩＳ（等倍結像型イメージセンサー）
　　　１３６　　　基準面
　　　２００　　　原稿読取装置
　　　３００　　　原稿読取装置
　　　２０６　　　基準面
　　　３４４　　　基準面
　　　５０２　　　基準面
　　　５１０　　　ＣＩＳヘッド（イメージセンサー）
　　　　　Ｐ　　　原稿

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】



(10) JP 4635824 B2 2011.2.23

【図７】 【図８】
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